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（１）久慈市の被害想定について

（２）津波からの避難について

（３）津波避難場所について

（４）今後の市の取り組みについて





②建物被害（津波）

全壊棟数：8,100棟 全半壊棟数：8,600棟

③人的被害（津波）

死者：4,400人 うち低体温症：740人
負傷者：890人 うち重傷者：50人

※いずれも日本海溝モデルケース①（冬の夕方18時頃）

①最大震度

予想最大震度：６強（日本海溝モデル）



①津波の予測

津波の浸水被害の予測に関しては、「岩手
県津波浸水想定」結果を活用。
〇悪条件下でのシミュレーション
・満潮位
・地震による構造物の沈下・破壊
・津波が防潮堤・水門・湾口防波堤を
越えた時点で崩壊

〇日本海溝地震の影響
・他の津波に比べ水位の上昇が長時間発生
・他の津波に比べ到達が早い



市内中心部
破堤あり



②避難行動

避難意識：直後避難54％
避難速度：2.24km/h

（冬季1.79ｋｍ/ｈ）

全員が発災後すぐに避難し、避難速度2.24ｋｍ/ｈの場合

死者数は800人まで減少

避難開始時間と避難速度を上げれば、助かる命をさらに増や

すことができる！





（２）避難場所（高台）に避難
のちに避難所

・まずは、命の確保
・津波の指定緊急避難場所や高台、浸水想定区域外へ避
難する

・避難場所までの避難が難しい場合は、近くの高い建物
や、山の斜面を登ることで、助かる確率は上がる

・他の避難所へ向かうのは津波の危険が無くなってから
・原則は徒歩で避難（道路の閉塞、渋滞の恐れ）

（１）避難はできるだけ早く開始
・津波の到達まで、概ね30分程度と予想
・震源によっては、さらに短くなる可能性も
・すぐに避難できるよう非常持ち出し品を準備
・冬季の避難では、できるだけ防寒対策を



（１）避難はできるだけ早く

・久慈川河口の津波水位の時間変化グラフ
・久慈市は日本海溝モデルが最も早く到達
・25分～35分程度で第１波が到達





ここに一覧の画像はりつけ

・今回の県の公表を受け、４月に見直しを実施
・５月15日付の区長配布にて全世帯へ配布（緑色用紙）
・「津波〇」となっている避難場所を確認願います



各地域の津波避難場所（１）
地区 付近の避難場所

侍浜地区 海岸から離れ高台へ

夏井地区 半崎集会所、平山小学校、若宮八幡宮、鼻舘地区公葬地、総
合防災公園、高砂公民館、夏井市民センター

湊地区 金刀比羅神社、総合防災公園、総合福祉センター（福祉の
村）

久慈地区
（久慈川の北側）

総合福祉センター（福祉の村）、旭町・京の森公園、旧北リ
アス病院、久慈東高校、天満天神社境内、萩ケ丘児童公園、
寺里健康ひろば、久慈高校（３階）、畑田保育園、畑田・沢
里公民館

大川目生出町地区 ミニストップ大川目店駐車場、生出町公民館

久慈地区
（久慈川の南側）

立正寺、川貫公民館、三船十段記念館、長福寺、中町イベン
ト広場、巽山公園、YOMUNOSU（屋上）、
久慈グランドホテル（４階以上）

※朱書きは、令和４年度に新たに津波の避難場所として指定した施設。



各地域の津波避難場所（２）
地区 避難場所

小久慈地区 小久慈小学校、小久慈市民センター、長内中学校、小久慈焼
陶芸苑駐車場

長内地区 小久慈焼陶芸苑駐車場、元老人福祉センター（シルバー人材
センター）、長内中学校、上長内公民館、つつじヶ丘霊園、
下長内公民館、諏訪公園、久慈総合運動場（サンスポ）

玉の脇地区 久慈東高校長内校舎

二子地区 西坪公葬地、二子集会所、山の神神社

大尻地区 大尻地区漁村センター

小袖地区 小袖地区漁村センター

三崎地区 海岸から離れ高台へ

久喜地区 久喜保育園、久喜地区防災センター

宇部地区 宇部マレットゴルフ場、川原屋敷地区農村センター

※朱書きは、令和４年度に新たに津波の避難場所として指定した施設。





（２）久慈市総合防災ハザードマップ
の更新

・現在、市では、総合防災ハザードマップの更新
を行っています。今年度中に全世帯へ配布でき
るよう取り組みを進めています。

（１）津波避難訓練の実施
・新たな浸水想定を基に、住民を対象とした津波
避難訓練を実施しました。（10月16日）
・訓練により、避難経路や避難に要する時間の
確認が可能。
・来年度以降も継続して訓練を実施します。



（４）津波避難計画の検討、策定
・円滑かつ的確な避難体制を整備するため、計
画を策定し、必要な避難施設や避難路の整備な
どを検討します。

（３）指定緊急避難場所等の整備
・避難所、避難場所の環境整備や発電機配備へ
の助成、食料、トイレ、毛布等の備蓄を計画的
に配備します。
・浸水が想定される地域に避難を誘導する標識
等を整備します。
・各地域と協力し、避難所、避難場所の確保に
努めます。



（６）防災士の養成
・市主催の防災士養成講座を開催し、各町内会
に防災士がいる体制づくりを行い、地域の防災
力を高めます。

（５）自主防災組織の結成と活動促進
・自主防災組織結成を促進し、市内全域での結
成を目指します。
・市の補助金を交付し、自主防災組織の活動を
支援します。
・自主防災組織を対象とした研修会を実施しま
す。



①久慈港湾口防波堤
久慈港沖に建設中の防波堤で、国土交通省が平成２年か
ら整備着手し令和15年を完成目標としている。
現在の進捗は2,857m/3,800mで、総事業費は1,550億円

②海岸水門・陸閘自動閉鎖システム
J-ALERTによる津波情報を受信し、消防団員が現地で
操作しなくても自動で水門・陸閘が閉鎖するシステム。
市内では、長内町諏訪下・宇部町小袖・久喜にて運用中

③堤防の嵩上げ
湊町地区、田屋町地区、宇部町久喜・小袖地区、夏井町
大湊地区で防潮堤や河川堤防の嵩上げを実施



・国のハザードマップポータルサイトで岩手

県津波浸水想定が確認可能になりました。

・スマホやパソコンから詳細な地図で浸水深

を確認できますのでご活用ください。



〇今回公表された地震・津波被害想定は、地
域ごとの効果的な減災対策を検討するための
基礎資料です。耐震対策や津波からの避難の
意識を高めることで、被害を大きく減少させ
ることができます。

〇大きな地震や津波発生の可能性がある場合
は命を守るため、迷わず高台へ避難をお願い
します。

〇浸水が想定される地域では、日頃から家族
や職場などで、避難経路や避難場所について
確認をお願いします。


